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◆ 糸島市の取組み経過

➤ H24年3月…糸島市バイオマス活用推進計画の策定

※全国で10番目、九州で2番目

➤ H28年３月…糸島市バイオマス産業都市構想
の策定

➤ H28年10月…バイオマス産業都市に認定 ※県で３番目



構想の概要
市内の家畜排せつ物、林地残材等をバイオガス・チップ燃料として利用したエネルギー創出により、本市の資
源を活かしたバイオマス産業を創出し、農山漁村の活性化を図るとともに、本市のくらしの土台となる環境の
整備・保全を進め、豊かで持続可能なまちへ発展することを目的とする。

糸島市バイオマス産業都市構想の概要
福岡県糸島市、人口約10万人、面積約2.2万ha

１．将来像

『バイオマス資源で育む 豊かな暮らしと環境のまち いとしま』
①家畜排せつ物、林地残材等、本市のバイオマス資源からの
エネルギー創出により、化石資源に頼らない、環境にやさしく
持続可能なまち
②バイオマス資源利用による産業創出が加わることにより
農林漁業がさらに振興し、豊かな暮らしが実現
③ごみを減らし、また森林整備・保全が進むことにより、
恵み豊かで美しい環境が保たれた、快適な暮らしのまち

２．事業化プロジェクト

①家畜排せつ物等バイオガス化プロジェクト
乳用牛ふん尿・豚ふん尿のメタン発酵・発電（売電）及び
地域内へ液肥供給
②木質バイオマス燃料化等プロジェクト
・林地残材を収集・チップ化し、地域内へ燃料供給
・竹を伐採・収集・粉砕し（「竹粉」）、県内へ
土壌改良材・法面吹付材として供給

３．目標（10年後）

バイオマスの利用率
①廃棄物系バイオマス計 94%

・家畜排せつ物 100% ・汚泥 99% ・木くず・刈草 89%

・食品廃棄物 65% ・水産廃棄物 95%

②未利用バイオマス計 51%

・圃場残さ 57%

・林地残材 39%

５．実施体制

・市の既存組織である「糸島市バイオマス活用推進協議会」が
構想の進捗管理、各種調整、情報発信等を行う
・事業化プロジェクト実施主体が中心となり各プロジェクトを実施、
進捗状況を「糸島市バイオマス活用推進協議会」に報告し、
情報共有と連携強化を行う

４．地域波及効果

①経済波及効果：3.2億円（福岡県内最終需要増加額・総合効果）
②雇用創出効果：6人
③バイオマスエネルギーによる電力代替量：5,035MWh/年
④温室効果ガス排出削減量：3,046t-CO2/年（電力・熱代替による
もの）

⑤バイオマスエネルギーによる化石燃料代替（木質チップ燃料利
用・量はH33を目途に詳細計画予定）

６．その他

・糸島市第1次長期総合計画（H23.3月）
・糸島市環境基本計画（H23.3月）
・糸島市農力を育む基本計画（H23.3月）
・糸島型森林再生プロジェクト（H25～）
・糸島市バイオマス活用推進計画（H24.3月）



めざす
将来像

① 市内の家畜排せつ物、林地残材等をバイオガス燃料やチップ燃料として利用するエネルギーの創出に寄与する。
② 本市の資源を活かしたバイオマス産業の創出により、農林漁業をさらに振興し、農山漁村の活性化を図る。
③ 本市の森林整備・保全が進むことにより、恵み豊かな美しい環境が保たれた、豊かで持続可能なまちへ発展する。

糸島市バイオマス産業都市構想の概要

～バイオマス資源で育む 豊かな暮らしと環境のまち いとしま～
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事業化プロジェクト

①家畜排せつ物等バイオガス化プロジェクト
乳用牛ふん尿・豚ふん尿のメタン発酵・発電（売電）、及び地域内へ
液肥を供給。

②木質バイオマス燃料化等プロジェクト
林地残材を収集し、チップ燃料として供給。竹を伐採・
竹を収集・粉砕し、土壌改良材・法面吹付材として供給。
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実施体制

地域波及効果

経済波及効果3.2億円

・雇用創出効果：6人

・電力代替量：5,035MWh/年

・温室効果ガス排出削減量：3,046t-CO2/年（電力・熱代替）

実現可能性

プロジェクトの進捗状況

・系統連系契約（事前審査）およびFIT認定

・原料調達先畜産農家、資源作物栽培農家、液肥散布先農家

の確保

先導性

『家畜排せつ物』のバイオガス化プロジェクトは
九州地域の先駆け

・小規模分散型バイオガス発電⇒集約型・個別型

・液肥利用を実現⇒九州での課題であった液肥利用を
散布先を事前に確保することにより実現

・資源作物活用型⇒ ドイツ等で一般的となっている
原料としてソルガム利用を計画

市民協働でのバイオマス活用の実施

原料供給者

糸島市バイオマス活用推進協議会
事務局：糸島市
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（仮称）糸島バイオ㈱の取組①

H28. 9 北海道バイオマス施設視察

事業主体が、建設予定地の行政区・液肥散布予定の耕種農家・原
料供給予定の畜産農家・農協を招待し、市役所も参加（計21名）。
釧路市、鹿追町、士幌町の施設を視察し、臭気等の現状を確認する
ことにより、バイオマス施設への理解を深めた。



（仮称）糸島バイオ㈱の取組②

H29. 7
バイオマス産業都市セミナー開催

糸島市のバイオマスへの関心度を高め、
理解を深めるため、各所の後援を得て開
催。興部町長、帯広畜産大学教授などが
講演し、約２２０人参加。



（仮称）糸島バイオ㈱の取組③

H28. 12～ 液肥の実証実験

液肥は計画に合うように、北海道と
高千穂から取り寄せ。

液肥を撒いた作物をブランド化
するため、液肥の効果を検証。



H30.4 液肥の実証実験を継続

H30.6 系統連携申請（事前審査済）

H31.4 施設建設着工予定

H32.4 施設稼働・液肥実験終了予定
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（仮称）糸島バイオ㈱の今後



H28.3 ＦＩＴ認定（系統連系契約）

H29.6 地域バイオマス利活用施設整備事業補助金採択

H29.12 施設建設着工

（補助対象施設（原料槽等）は平成29年度内竣工）

H30.9 施設建設竣工予定

（FIT対象施設（ｴﾝｼﾞﾝ、ｶﾞｽ精製施設、ｶﾞｽﾎﾙﾀﾞｰ）

は平成30年度竣工予定）

H30.10 ２～３か月の試運転を経て本格稼働

㈲浦ファームの今後



（ 余 白 ）



（参考）糸島市の再生可能エネルギー推進の取組み①

『糸島市再生可能エネルギー導入計画』
の策定

地域の特性や活用可能な再エネの賦存量等を調査し、エネルギーの
自給自足、地産地消の推進に向けた基本計画を策定。
（策定にあたっては、県の「エネルギー利用モデル構築促進事業」を活用）

・ 策定 ： 平成２５年３月
・ 改定 ： 平成２８年１２月
（長期総合計画及び環境基本計画の見直しに伴う数値目標等の改定を実施）

計画の実現に向け、
数値目標を設定



（参考）糸島市の再生可能エネルギー推進の取組み②

糸島市再生可能
エネルギー導入計画

太陽光

・公共施設への
設備導入

・事業者への
事業用地の
情報提供

姫島小学校（5kW）

神在太陽光発電所（1MW）

小水力

・観光名所への
設備導入

・県営ダムへの
設備導入

白糸の滝（15kW）

瑞梅寺ダム（110kW）

水素

・社会実証の
実施
（福岡水素タウン）
（H20～27年度実施）

・市内150世帯に、エネファーム150台を
集中的に設置
・製品へのフィードバック、水素エネルギー
社会の認知度向上に貢献

市民協働の取組み

・「創エネのまち・
いとしまフォーラム」
との協働

・市民やNPO団体、大学、事業者、行政等で構
成する同フォーラムと連携し、講演会等を開催

「創エネルギーのまち・
いとしま」を目指し、
様々な取組みを展開


